
治山ダムの施工性向上につながる残存型枠工 SSSフォームレス

技術トピックス

山間奥地や急傾斜地といった施工条件の悪い現場で行われる治山工事では、安全で施工性の高い工法

が積極的に採用されてきています。

KYOSEIの残存型枠工「SSSフォームレス」は、まさに厳しい現場条件での治山工事で強みを発揮する

ことができ、施工現場からは生産性の向上と工期短縮、安全性の向上につながったとの声をいただいて

います。
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SSSフォームレス工法で組立作業の便宜を図ると同時に、横継目への使用により打設関連作業の単純

合理化を実現できます。

治山ダムの伸縮継目には三角形等の欠き込み継手を設け、止水板を挿入することになっています。

その継手を有する伸縮継目にもSSSフォームレスを使用することで、ブロック間の打設順序にからむ

制約が解消され、堤体を面上に仕上げ横一線に立ち上げてゆくことができ、養生日数が短く済み工期短

縮が図れます。

工期短縮は間接経費の節減、利益率と稼働率の向上、現場管理リスク（トラブルや天候など）の低減

など、大きなメリットがあります。


